
課題：私たちの未来を「くじ引き」で決める方法は，よい決め方と言えるか？

まとめ：①学校や地域社会の一員である私たちは，物事の決定に関わっていく責任と義務がある。
②対立を乗り越え，合意を目指していく上では，効率と公正のバランスが大切。
→じゃんけんやくじ引きで代表を選ぶ仕組みは，①・②を踏まえた物事の決め方の１つ。
手続きの公正さ（多様な人の参加）が高い一方，熟議を大切にするため非効率

つかう

私たちのまちのキャッチフレーズ

Q：どんな物事をどう決めている？
【場面】席替え→【方法】くじ引き＋譲り合い
【場面】給食おかわり→【方法】じゃんけん
【場面】生徒会長選挙

→【方法】立候補→投票 
【場面】合唱祭曲決め

→【方法】話し合い＋最後は多数決
【場面】授業中の発言者

→【方法】先生が指名
【場面】修学旅行の班での自主研修場所

→【方法】全会一致

・決め方によっては，争いや不満が起きる
・決め方によっては，みんなが納得する

・じゃんけんやくじ引きは，効率的で
公正な決め方かもしれないけど，
状況や能力は無視される

国や自治体の
大切な物事を決める
仕組みにもくじ引きは
用いられている
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「〇〇なまち釧路市」「■■なら釧路市」
「〇〇なまち洞爺湖町」「■■なら洞爺湖町」
「〇〇なまち安芸高田市」「■■なら安芸高田市」

「〇〇なまち徳之島町」「■■なら徳之島町」



【資料１】裁判員制度（名簿記載通知封筒）

（出典：最高裁判所， https://www.courts.go.jp/saibanin/kouhosha/notification/envelope/index.html ）



【資料２】裁判員制度（名簿記載通知）

（出典：最高裁判所， https://www.courts.go.jp/saibanin/kouhosha/notification/envelope/index.html ）



【資料３】気候市民会議

（出典：東京新聞「熟議で「市民と行政つなぐ」 気候区民会議始動 杉並区長「自治体から変化を」」2024年3月21日付）



【資料４】KUSHIRO BRANDING PROJECT

（出典：釧路市マーケティング戦略室，https://kushiro-branding.com）
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